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さまざまな感染症が報告されています！

病院にかかるときは

発熱時は、症状や検査の有無によって翌日の受診を勧められること

もあります。受診前に病院に聞いてみましょう。また、お子さんの状

態を先生に伝えられるように症状をメモしておくと便利です。

◎熱があるか（あるときは、いつから出たのか、坐薬は使用したか）

◎いつから、どんな症状があるのか（どのくらい続いているか）

◎食欲があるか、水分は取れているか

◎普段と比べて機嫌はどうか、眠れているか

どのくらいの状態になれば登園できるかや、

再受診が必要になる目安などを確認しておくと

帰宅してからも安心ですね。

年末年始も感染症の報告が後を絶ちませんでした。インフルエ

ンザや新型コロナウイルス感染症には出席停止の基準があります

が、中には手足口病のように出席停止の措置がないものもありま

す。「たぶん手足口病だと思うから、出席停止にならないし、病

院は行かなくてもいいのでは」と思われる方もいるかもしれませ

ん。でも、診断ができるのは医師だけです。手足口病だと思った

ら水ぼうそうだったとしたら。風邪だと思っていたのにインフル

やコロナだったら。保育園は赤ちゃんから就学前のお友達が集団

生活をしています。ひとたび感染症が入り込むとその拡大を防ぐ

ことは大変困難です。また、園児それぞれにお仕事をされている

ご家族がいて、中には感染症の影響を受けやすい妊娠中の方や高

齢のご家族がいるおうちもあります。感染症が疑われた場合は受

診し、診断を受けてから登園するようご理解とご協力をお願いい

たします。診断を受けましたら職員にもお知らせください。

インフルエンザや新型コロナウイルス感染症、ウイルス性胃腸炎など感染症の流行が

続いています。小さな子どもほど、感染症にかかると進行が早く、重症化するおそれが

あります。体調不良のサインがあったら、早めに休ませたほうが早く回復します。無理

せず、ご家庭でゆっくり過ごして様子を見てあげてください。

あけましておめでとうございます！こどもたちの元気なあいさつ

で新しい１年が幕を開けました。今年もうがい、手洗い、咳エチ

ケットで感染予防をしながら元気に過ごしましょう。


